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就労している不妊治療経験者の
年次休暇取得状況と両立困難感
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• 働きながら不妊治療を受ける労働者は増加傾向にあると
考えられ、厚労省(2020）の調査では両立困難から離職す
る者も16％にのぼる。不妊治療経験者と非経験者の相互
理解を深め、不妊治療と両立しやすい労働環境を整える
必要がある。そこで本研究では、治療経験のない労働者
も含めた労働環境への認識と 不妊治療経験者の両立困
難感について調査を行った。

• 佐藤（2021）らの先行研究より、働きながら不妊治療を
受ける労働者は増加傾向にあり、不妊治療経験者は治療
のために仕事を休みづらいと感じていた。本研究では、
不妊治療経験者の割合と年次休暇取得状況および「休み
づらさ」の本音をもとに、改善策を検討する。

背景
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方法

A県内の公務員3,378人（男性2,701人、女性677人）を対象に、2021年2月8日か
ら15日までイントラネット上で無記名式質問紙調査を実施し、不妊治療経験者
に対して、両立困難感、不妊治療職場開示の有無、勤務形態の変更を考えた経
験等について尋ね、自由記述を分析対象とした。
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結果
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量的研究から、回答者1,354人（回収率40％）のうち
不妊治療経験者は172名（13％）であった。
治療経験者のうち、85名（49％）が仕事と治療の両
立困難を感じており、困難感のあった38％が勤務形
態の変更（退職・転職等）を考えていた。127名（74
％）は不妊治療について職場に伝えていなかった。
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混合研究法への示唆

• 混合研究法を用いたことで、治療状況や雇用区分・性別を考慮して
も、女性であること、通院時間が長いことは両立困難感につながる。

• 「時間とお金、体力を消費する不妊治療」の「当事者になって初め
て知った大変さと孤独」は、「心身共に非常に負担が大きい不妊治
療への理解が乏しい上司」もおり、さらに「専門医が少なく激混み
の病院で十分なICは望めない」なか、「仕事と治療の両立ができな
ければ諦めるという選択肢しかない」と、追い詰められていた。

• 不妊治療には繊細な配慮が必要で、治療中の女性は職場の男性上司
に相談しづらいことも明らかになった。職場全体で不妊治療への知
識と理解を深め、改善していく上での要点が示唆された。
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